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広報 人と自然が織りなす 心豊かな協働の村

　

５
月
29
日
に
開
か
れ
た
小
学
校
運
動
会
。
小
雨
が
降
る
中
、
児

童
１
７
５
人
は
最
後
ま
で
全
力
で
走
り
、
声
が
か
れ
る
ま
で
応
援

を
続
け
ま
し
た
。
写
真
は
全
校
リ
レ
ー
で
競
り
合
う
ア
ン
カ
ー
の

川
畑
慧け

い

人と

君
㊧
と
工
藤
鈴れ

い

斗と

君
（
共
に
６
年
）  　

関
連
記
事
10
㌻

負
け
て
た
ま
る
か

負
け
て
た
ま
る
か

がんばろう！

田野畑

！！
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復興への みみんなで村づくりああしたに向かいゆゆいの精神持ち
は
「
小
学
校
に
は
50
分
く
ら
い
か

か
る
け
ど
、
友
達
５
人
と
楽
し
く

歩
い
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

息
子
の
升の

ぼ
る

さ
ん（
41
）は
「
家
族

が
全
員
そ
ろ
っ
て
の
食
事
。
普
通

の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
け
ど
、
そ

れ
が
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
」
と
奥
さ
ん
の
直な

お

子こ

さ
ん（
40
）

と
目
を
合
わ
せ
ま
す
。

　

家
族
５
人
で
囲
む
食
卓
に
は
自

然
と
会
話
が
弾
み
、
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
28
日
に
中
学
校
団
地
に
入

居
し
た
佐
々
木
昭あ

き

雄お

さ
ん（
83
）＝

島
越
＝
の
家
族
は
、
家
族
５
人
そ

ろ
っ
て
夕
飯
を
食
べ
る
こ
と
を
決

め
ま
し
た
。「
朝
と
昼
は
仕
事
や

学
校
で
時
間
が
合
わ
な
い
か
ら
、

せ
め
て
夜
だ
け
で
も
」
と
妻
の
馨け

い

子こ

さ
ん（
74
）が
腕
を
振
る
い
ま
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
家
族
は
、
津
波
で

島
越
の
自
宅
が
流
出
。
震
災
後
は

切
牛
の
親
類
宅
に
身
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。
孫
の
七な

な

海み

さ
ん（
６
年
）

家族５人で囲む食卓。今日の出来事や明日の予定、世間話など会話が弾みます

復興へのあゆみ

２

仮
設
住
宅
へ
の
入
居
が
ほ
ぼ
完
了

家
族
で
囲
む
温
か
い
食
卓

弾
む
会
話
に
あ
ふ
れ
る
笑
顔

あの日からもうすぐ４カ月。全国各地から寄せられる物や心の支援
そして、前を向いて歩き出す人たち

東日本大震災で大きな被害を受けた村内では
復興に向けて確かな一歩が日々、踏み出されている　

４
月
８
日
か
ら
進
め
て
き
た
仮

設
住
宅
の
建
設
。
岩
泉
高
校
田
野

畑
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
田
野
畑
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ア
ズ
ビ
ィ
施
設

の
３
カ
所
に
１
８
６
棟
を
整
備
し

て
き
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
は
５
月

６
日
に
高
校
、
26
日
に
中
学
校
が

完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
入
居
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
残
っ
て
い
た
ア

ズ
ビ
ィ
施
設
の
仮
設
住
宅
も
６
月

28
日
に
完
成
し
、
村
内
全
て
の
建

設
が
完
了
し
ま
し
た
。

こ
と
が
不
可
欠
。
村
内
の
各
建
設

会
社
に
配
属
さ
れ
た
被
災
者
の
皆

さ
ん
は
、
早
朝
か
ら
被
災
地
の
が

れ
き
を
手
作
業
で
撤
去
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
漁
師
生
活
な
ど
で

培
っ
て
き
た
強
じ
ん
な
体
と
精
神

力
で
、
が
れ
き
を
次
々
と
取
り
除

い
て
い
く
皆
さ
ん
。
そ
の
力
強
い

働
き
で
、
予
定
よ
り
も
大
幅
に
速

い
ペ
ー
ス
で
撤
去
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

１

進
む
が
れ
き
撤
去
作
業

重
機
が
入
れ
な
い
場
所
の
作
業
は

被
災
し
た
皆
さ
ん
が
力
を
発
揮

　

３
月
29
日
か
ら
進
め
て
き
た
被

災
地
の
が
れ
き
撤
去
作
業
。
道
路

や
河
川
の
撤
去
か
ら
始
ま
っ
た
作

業
も
、
５
月
末
に
は
終
了
。
住
宅

の
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
撤

去
作
業
も
６
月
末
で
ほ
ぼ
終
了
し

ま
し
た
。

　

河
川
や
住
宅
地
の
が
れ
き
撤
去

作
業
で
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
の

は
、
津
波
で
被
災
し
た
皆
さ
ん
で

し
た
。
重
機
が
入
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
所
は
手
作
業
で
撤
去
す
る

　津波で船を失った。自分
の育った場所だし、思い出
を話しながら作業している。
長男も生まれたばかりだし、

自分たちの頑張りが田野畑の１日でも早い復
興につながると信じて頑張っていく。

中村琢雄さん（36）＝羅賀＝
なかむら・たくお

❶被災した皆さんもがれき撤去作
業に汗を流した　❷がれきが撤去
された被災地で花は力強く咲き薫
る　❸自宅周辺のがれき撤去作業
を見守る姿も多く見られた　❹支
援の輪は国境を越えて広がった

❶

❷
❸

❹

■仮設住宅の建設状況

団地名 建設戸数 着工・完成

高 校 50戸 ４月８日着工
５月６日完成

中 学 校 94戸 ４月19日着工
５月26日完成

ア ズ ビィ 42戸 ５月20日着工
６月28日完成
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も
共
同
で
作
業
。
二
日
間
で
延
べ

１
６
５
人
が
作
業
に
当
た
り
、
水

揚
げ
は
約
23
・
５
㌧
。
シ
ー
ズ
ン

も
終
わ
り
に
近
い
こ
の
時
期
に
し

て
は
品
質
も
ま
ず
ま
ず
で
、
１
㌔

１
６
８
〜
２
３
１
円
（
税
込
み
）

で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。
普
代
村
で

ボ
イ
ル
し
塩
蔵
加
工
さ
れ
た
田
野

畑
産
天
然
ワ
カ
メ
は
、
全
国
に
向

け
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
16
日
の
午
前
４
時
30
分
、

島
越
漁
港
に
本
所
地
区
の
漁
業
者

が
集
合
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天

然
ワ
カ
メ
の
共
同
採
取
日
。
村
内

の
漁
船
は
約
５
５
０
隻
の
う
ち

５
０
０
隻
以
上
が
津
波
で
流
出
。

村
漁
業
協
同
組
合
（
工
藤
求
組
合

長
）
は
こ
の
日
の
た
め
に
、
津
波

を
免
れ
た
サ
ッ
パ
船
34
隻
を
借
り

集
め
ま
し
た
。

　

漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
さ
っ
そ

く
サ
ッ
パ
船
に
乗
り
込
む
と
、
朝

日
に
照
ら
さ
れ
黄
金
色
に
輝
く
海

へ
出
航
。
松
島
の
南
側
へ
船
を
走

ら
せ
る
と
、
箱
眼
鏡
を
の
ぞ
き
込

ん
で
採
取
を
始
め
ま
し
た
。

　

採
取
し
た
ワ
カ
メ
は
島
越
北
港

に
水
揚
げ
。「
久
し
ぶ
り
に
浜
仕

事
が
で
き
て
う
れ
し
い
」「
他
地

区
の
人
と
一
緒
に
稼
ぐ
の
も
い
い

も
ん
だ
」
な
ど
と
会
話
し
な
が
ら
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
選
別
作
業
を
進

め
ま
し
た
。

　

翌
17
日
は
支
所
地
区
の
漁
業
者

な
れ
ば
」「
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
皆
さ
ん
に
、
少
し
で
も
恩
返

し
が
で
き
れ
ば
」
と
営
業
再
開
を

決
意
し
ま
し
た
。

　

し
ょ
い
か
ご
を
背
負
っ
て
買
い

物
に
訪
れ
た
中
嶋
ミ
イ
子
さ
ん

（
81
）＝
羅
賀
＝
は
「
車
が
な
い
の

で
助
か
り
ま
す
。
知
り
合
い
に
も

会
え
る
し
話
し
も
で
き
る
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
が
で
き
ま
し
た
」
と

笑
顔
で
野
菜
や
調
味
料
を
品
定
め

し
て
い
ま
し
た
。

　

博
喜
さ
ん
は
「
地
域
の
皆
さ
ん

に
も
感
謝
し
て
も
ら
い
、
一
人
一

人
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
商
売

し
て
い
ま
す
」、
ヒ
サ
ヨ
さ
ん
は

「
た
と
え
い
っ
ぱ
い
売
れ
な
く
て

も
、
お
客
さ
ん
が
笑
顔
で
帰
る
姿

が
見
ら
れ
る
こ
と
、
そ
れ
が
何
よ

り
で
す
。
再
開
し
て
良
か
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

店
の
外
で
お
客
さ
ん
を
見
送
る

２
人
の
店
主
。
そ
の
顔
に
も
自
然

と
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
１
日
、
カ
ン
パ
ネ
ル
ラ
田

野
畑
駅
の
駅
舎
内
で
、
マ
ル
ワ
鮮

魚
店
（
畠
山
ヒ
サ
ヨ
店
主
）
と
富

士
屋
商
店
（
畠
山
博ひ

ろ

喜よ
し

店
主
）
が

営
業
を
始
め
ま
し
た
。

　

３
月
11
日
の
地
震
発
生
時
、
羅

賀
地
区
内
の
商
店
に
い
た
ヒ
サ
ヨ

さ
ん
と
、
村
内
を
車
で
走
行
中

だ
っ
た
博
喜
さ
ん
。
幸
い
津
波
が

押
し
寄
せ
る
前
に
避
難
し
て
無
事

で
し
た
が
、
店
舗
は
ど
ち
ら
も
流

出
。
跡
形
も
無
く
な
っ
た
店
舗
や

地
区
の
様
子
に
言
葉
を
失
っ
た
と

言
い
ま
す
。

　

津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

沿
岸
部
。
羅
賀
地
区
で
は
１
６
９

世
帯
の
う
ち
６
割
以
上
の
１
０
２

世
帯
が
流
失
や
大
規
模
半
壊
な
ど

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
５
軒

あ
っ
た
商
店
も
全
て
流
出
。
地
区

に
残
っ
た
人
の
中
に
は
、
交
通
手

段
が
な
い
な
ど
買
い
物
に
困
っ
て

い
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
人
は
「
地
域
の
憩
い
の
場
に

「今日は小本浜で捕れた、いいマスが入りましたよー」と畠山ヒサヨさん㊨

復興へのあゆみ

３

田
野
畑
駅
で
二
つ
の
商
店
が
再
出
発

売
り
上
げ
の
多
少
よ
り
も

一
人
一
人
と
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら

４

浜
に
久
し
ぶ
り
の
活
気

津
波
を
免
れ
た
34
隻
の
サ
ッ
パ
船
で

天
然
ワ
カ
メ
の
共
同
採
取

　久しぶりにサッパ船に乗
船。海藻は思っていたより
傷んでいなかったが、ウニ
やアワビはほとんど見えな
かった。みんなが協力する姿が見られて良
かった。早く浜に本当の活気が戻ってほしい。

齋藤辰三さん（35）＝島越＝
さいとう・たつみ

❶❷16日の早朝４時30分、34
隻のサッパ船は朝日に向かって
出航　❸松島の南側の海で箱眼
鏡をのぞき込み天然ワカメを採
取　❹水揚げされたワカメは出
荷に向けて選別作業　❺前日の
15日にはサッパ船の運搬も共
同で行われた

❶

❷
❸

❹❺
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３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
で
は
、
と
て
も
多
く

の
皆
さ
ん
が
津
波
を
体
験
、
被

災
し
ま
し
た
。
あ
の
日
、
あ
の

時
か
ら
も
う
３
カ
月
以
上
が
過

ぎ
去
り
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
が
れ
き
の
撤

去
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

仮
設
住
宅
も
完
成
し
、
入
居
も

ほ
と
ん
ど
の
世
帯
で
完
了
。
復

興
へ
の
小
さ
な
、
で
も
確
か
な

一
歩
が
日
々
踏
み
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
震
災
は
、
話
し
た
く

な
い
人
、
思
い
出
し
た
く
な
い

人
、
考
え
た
く
な
い
人
も
た
く

さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

と
同
時
に
、
体
験
し
た
皆
さ
ん

一
人
一
人
に
、
伝
え
た
い
こ
と

や
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

今
回
は
川
畑
史
さ
ん
と
吉
田

秀
雄
さ
ん
の
２
人
に
、
貴
重
な

体
験
を
伺
い
ま
し
た
。

　

自
然
が
牙
を
む
く
日
は
、
い

つ
や
っ
て
来
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
体
験
を
伝
え
て

い
く
こ
と
が
、
多
く
の
命
や
財

産
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と

信
じ
、「
広
報
た
の
は
た
」
は

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
体
験
談

を
伺
っ
て
い
き
ま
す
。

そんな感じでした。
　すぐに逃げなきゃ――。
　１人はおんぶ、もう１人はだっ
こして、お墓まで走りました。エ
ンジンを掛けたままの車があった
のに走って逃げるなんて、よっぽ
ど慌てていたんだと思います。「子
どもたちだけは何とかしないと」
と、そんな一心でした。
　逃げた後は、お墓に「助けてく
ださい」と手を合わせました。そ
のうち、大宮神社に避難していた
母や祖父がやってきて、そこで無
事を確認。しかし、父は地震直後
に「沖に避難する」というメール
が届いたきりで、安否は分かりま
せんでした。後で聞きましたが、
サッパ船で沖に避難し、大きな船
で休ませてもらって一晩過ごした
ようです。
　私たちは一晩、大宮神社で過ご
しました。おにぎりが届いたり、
消防団員の人たちは自分の家が流
されたにもかかわらず、灯油や毛
布を運んでくれて…。本当にあり
がたかったです。
　甲地出身の私。どこかで津波は
人ごとのような気持ちもあったか
も知れません。今回学んだのは、
着の身着のままでもいいから、と
にかく高いところに早く逃げると
いうこと。自分のためにも、心配
してくれる家族のためにも。

　気付いたときには、靴も履かず
に自宅前の道路に立っていました。
両脇に２人の子どもを抱えて――。
　３月11日、携帯電話の緊急地震
速報が鳴りやまないうちに大きな
地震。その時、自宅２階にいた私
は、またいつもの地震だろうぐ
らいにしか考えていませんでした。
だんだん強くなる普段とは明らか
に違う揺れ。怖くなり、部屋で寝
ていた２人の娘を必死で両脇に抱
え、部屋を飛び出しました。慌て
てしまい、壁や戸に子どもの頭が
ぶつかりましたが、とにかく逃げ
ることで必死。無我夢中でした。
　外に出ると、祖父母、母、近所
の人たちがいました。家の中に物
を取りに入ろうと思いましたが、
余震が続いていて入れません。そ
の後、近くの高い場所に兄が住ん
でいる家があり、そこに避難する
よう母から言われ、娘を連れて避
難。家には着きましたが、余震が
怖くて家の中に居られず、車の中
でラジオを聞いていました。
　車の外に出たとき、木の間から
高い波が見えました。視線を横に
ずらすと、近所の住宅が流れるの
も見えました。海の方の波は立っ
ていて壁のような波。陸の方は縦
に渦を巻くような波。バリバリと
家が壊れるような音も聞こえて来
ました。夢でも見ているような、

着の身着のままでも逃げなきゃ駄目と実感

宮古消防署田野畑分署

吉田  秀
ひ で

雄
お

消防士長

私たちは　３月11日を忘れない
伝えたい　伝えなければならない

私の津波体験  ③

と思う。
　目に飛び込んだのは、津波で壊
された家が、次の家をどんどん押
して破壊していく光景。県道に車
を走らせると、田野畑駅すれすれ
のところまで波が来ている。羅賀
地区を見ると、児童館付近まで津
波が押し寄せていて、車はどこに
も行けない状態になってしまった。
　その後は救助活動。津波にのま
れ大泣きしている赤ちゃんは、服
を脱がせタオルでくるみ、村営住
宅の脇から線路を越えて救急車に
引き渡した。その後は、消防団員
や地域の人と協力して、扉などを
担架代わりに救助を続けた。がれ
きで道はふさがれ、活動にはもの
すごく時間がかかった。
　私の自宅は宮古市役所のすぐそ
ば。家族の安否が気になったが、
とにかく目の前のことをやるしか
なかった。自宅に戻れたのは数日
後。目にした光景は、見慣れた景
色とは全く別のものだった。自宅
は津波で破壊されたが、家族の無
事が確認できたときは本当にうれ
しかった。
　人間のつくったものは、自然の
力には到底かなわないと感じた。
大きな揺れを感じたら、必ず津波
が来ると思って高台に逃げること。
それが大切な命を守る唯一の方法
だとあらためて気付かされた。

　３月11日は、田野畑分署に新し
い救急車が入る日だった。宮古消
防署に救急車を取りに行き、午後
２時ころに宮古を出発。田老を過
ぎて真崎大橋を走行中に大きな揺
れに襲われた。「まずい、橋が落
ちたら終わりだ」と思い、急いで
橋を渡りきった。ラジオでは大津
波警報の発表を知らせていて、分
署からは緊急走行で帰署するよう
にと無線が入った。サイレンを鳴
らし、急いで田野畑に向かった。
　分署に到着したとき、テレビに
は釜石で車が流されている映像が
映し出されていた。地震で橋が壊
れ、海に落ちた車だと最初は思っ
たが、実際はそれが津波だった。
　先輩消防士と２人で指導車に乗
り込み、警戒のため羅賀に向かっ
た。海が見えるカーブでは住民が
５人くらい海を見ていた。そこを
通り過ぎ、さらに坂を下って行く
と、海の方で煙が上がっているの
が見えた。「まずいな、地震で火
災が起こったか…」と思っている
うちに、その煙はどんどん近づい
て来た。先輩に「あれは津波じゃ
ないか」と言われ、慌てて畠山豆
腐店付近を左折。羅賀小裏の道路
に差し掛かったときには、津波が
上川原地区をのみ込んでいた。あ
そこで左折しないで、次で曲がっ
ていたらきっと間に合わなかった

「揺れたら逃げる」が命を守る唯一の方法

津波直後、午後４時ころの旧羅賀小付近。
押し流されたがれきが道路をふさぎ、学校
裏の道路には避難者や消防車両が見える

羅賀

川畑  史
ふ み

さん（26）

被災前後、ホテル羅賀荘から見た羅賀地
区の様子。地区内の約半分にあたる27世
帯や多くの漁業倉庫などが被災した（被災
後の写真は４月15日撮影）

「Proud! Japan」（プラウドジャパン）は、「大震災の中でも周囲を気遣い、助け合う被災地の人たちや命懸けで救援
活動に励む人たちは日本の誇り。みんなで応援しよう」と復興への願いを込め、静岡県の広報担当者が始めた運動です。
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●
村
県
民
税
の
減
免

　

大
震
災
で
次
の
①
か
ら
③
に
該
当
す
る
人
は
、

村
県
民
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①死亡または障がい者となった人

被害状況 減免の割合

死亡したとき 全部

障がい者になったとき 10分の９

�②�居住する住宅が半壊以上の損害を受けた人で、
　前年の合計所得金額が１千万円以下の人

合計所得金額
減免の割合

半壊 大規模半壊・全壊

500万円以下 ２分の１ 全部

500万円超 750万円以下 ４分の１ ２分の１

750万円超1000万円以下 ８分の１ ４分の１

③災害による失業または事業の損失などにより、所得が大幅に減少
　する見込みの人で、前年の合計所得金額が600万円以下の人

所得減少の程度 前年の所得金額 減免の割合

10分の５以下
450万円以下 全部

450万円超600万円以下 10分の８

10分の５超　
10分の７以下

350万円以下 全部

350万円超450万円以下 10分の８

450万円超600万円以下 10分の５

■�申請手続き
　①、②の対象者には減免申請書を郵送しています。必要事項を記
入して税務課に提出してください。
　③の対象者は平成23年の所得見込み額を聞き取りますので、税務
課で申請してください。震災の影響で失業した人は、雇用保険受給
資格証を持参。個人事業主は事業の損失状況などを聞き取ります。

●
固
定
資
産
税
の
減
免

　

固
定
資
産
税
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
土
地
、
家
屋
、

償
却
資
産
で
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■土地

損害の程度
（被害面積：従前の使用ができなくなった範囲） 減免の割合

被害面積が10分の８以上 全部

被害面積が10分の６以上10分の８未満 10分の８

被害面積が10分の４以上10分の６未満 10分の６

被害面積が10分の２以上10分の４未満 10分の４

■家屋

損害の程度 減免の割合

全壊、流失、埋没などにより家屋の原形をとどめないとき、または復旧不能のとき
全部

被災した家屋を取り壊したとき

主要構造部分が著しく損傷し、大修理を必要とする場合で、当該家屋の価格の10分
の６以上の価値を減じたとき 10分の８

屋根、内装、外壁、建具などに損傷を受け、居住または使用目的を著しく損じた場
合で、当該家屋の価格の10分の４以上10分の６未満の価値を減じたとき 10分の６

下壁、畳などに損傷を受け、居住または使用目的を損じ、修理または取り換えを必
要とする場合で、当該家屋の価格の10分の２以上10分の４未満の価格を減じたとき 10分の４

■償却資産

損害の程度 減免の割合

全壊、流失、埋没などで原形をとどめないとき、または復旧不能や廃棄したとき 全部

修理費用が評価額に対し６割以上のとき 10分の８

修理費用が評価額に対し４割以上６割未満のとき 10分の６

修理費用が評価額に対し２割以上４割未満のとき 10分の４

　

村
税
の
納
付
は
、
口
座
振
替
が
お

勧
め
で
す
。
口
座
振
替
な
ら
村
税
を

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
の
心
配
も
な
く
、
安
心
確
実
で
す
。

◆�

手
続
き
方
法
…
預
貯
金
通
帳
と
通

帳
届
出
印
鑑
を
持
ち
、
左
記
の
金

融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
納
税
義
務
者
と
口
座

名
義
人
が
異
な
る
場
合
で
も
口
座

振
替
が
可
能
で
す

◆�

取
り
扱
い
金
融
機
関
…
①
北
日
本

銀
行
本
店
、
支
店　

②
岩
手
銀
行

岩
泉
支
店　

③
新
岩
手
農
業
協
同

組
合
田
野
畑
支
所　

④
岩
手
県
信

用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
田
野
畑

村
支
店　

⑤
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
ま
た

は
村
内
の
各
郵
便
局

◆�

取
り
扱
い
村
税
…
①
個
人
村
県
民

税
（
普
通
徴
収
）　

②
固
定
資
産

税　

③
軽
自
動
車
税　

④
国
民
健

康
保
険
税

◆�

開
始
日
…
金
融
機
関
で
手
続
き
し

た
日
の
翌
月
末
の
納
期
分
か
ら

◆�

問
い
合
わ
せ
先
…
税
務
課
（
☎

３
４
―
２
１
１
２　

内
線
32
）

村税

減
免
対
象
と

納
期
限
変
更
の
お
知
ら
せ

　東日本大震災の影響により、本年度の村税の納期限を変更しまし
た。固定資産税の納税通知書には印刷時期の都合で、変更前の納期
限が記載されています。納税期限を間違えないように注意してくだ
さい。村県民税と固定資産税は、被害の状況によって減免を受ける
ことができます。該当する人は税務課に申請してください。

■税目ごとの納期限
納期

税目 第１期 第２期 第３期 第４期

軽 自 動 車 税 ５月31日 － － －

固 定 資 産 税 ６月30日 ８月31日 12月26日 平成24年２月29日

村 県 民 税 ８月１日 ９月30日 11月30日 平成24年１月31日

国民健康保険税 ８月１日 ８月31日 ９月～平成24年２月まで、毎月末

済

済

●国民健康保険税の減免
　現在、国で検討中です。詳しい内容が決まりしだい、広報などでお知らせします。
（介護保険料、後期高齢者医療制度保険料も同様です） ◆�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
…

　

税
務
課
（
☎
３
４
―
２
１
１
２　

内
線
31
・
32
）

村
税
の
納
付
に
は

口
座
振
替
の
利
用
を
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手作りＥＭせっけんでエコに
　村地域子育て支援センター主催の手作り
ＥＭ石けん教室は６月14日、若桐保育園で
開催され、参加した11人が協力してせっけ
ん作りを楽しみました。参加者はＥＭ、廃
油や米のとぎ汁などを混ぜて石けん作り。
畠山智

ち

恵
え

子
こ

さん（32）＝菅窪＝は「思ったよ
り簡単。洗顔や洗濯に使います」と話して
いました。講師の三浦浩

ひ ろ

子
こ

さん＝岩泉町＝

は「ＥＭは臭いを取ったり水を浄化したり
します。皆さんにもっとＥＭのことを知っ
てほしいです」と呼び掛けていました。

　田野畑中（佐々木幸彦校長、生徒122人）
に６月３日、元卓球オリンピック選手の松
下浩二さんと仲村錦治郎さんが来校し、卓
球をとおして生徒と交流しました。全校生
徒とふれあった後は卓球部に指導。見本を
見せながら、ラケットの握り方や打ち方な
どを分かりやすく説明しました。卓球部の
森田莉

り

彩
さ

部長（３年）は「短い時間でフォー
ムなどを直してもらい、自分たちはまだま
だうまくなれると感じました」と、真剣な
まなざしで練習に取り組んでいました。

卓球オリンピック選手が来村

松下さん㊧はラケットの握り方や打ち方を手取り足取り指導してくれた

村の話題Tanohata　Topics

「手作り石けんににっこり」。混ぜた材料は牛乳パックに入れて約１カ月乾燥 全国大会へ向け作品の最終調整に取り組む放送部の３人

雨にも負けず小学校で運動会
　田野畑小（早川幸男校長、児童175人）
の運動会は５月29日、同校グラウンドで開
催されました。当日は朝から小雨が降るあ
いにくの天候。それでも子どもたちの頑張
る姿を見ようとたくさんの人が訪れ、大き
な声援を送っていました。全校リレーでは、
バトンを落としたり転んだりする児童もい
ましたが、一生懸命にバトンをつなぐ子ど
もたちの姿に、会場も大興奮。「頑張れー」
「負けるなー」という応援が会場に響き渡
り、その日一番の歓声に包まれました。 チャンスレースで網をくぐり障害物を飛び越えてゴールを目指す１年生

リアス倶楽部と地区民が交流
　リアス倶楽部では６月14日、入所者や地
域の人たちがレクリエーションやおやつ作
りをとおして交流しました。レクでは童謡
に合わせて手遊び。うまくできてもできな
くても会場には笑い声が響き、笑顔があふ
れていました。おやつは「いもだんす」作
りに挑戦。出来上ったいもだんすに「おい
しい」「おかわり」と食が進んでいました。
畠山とし子施設長は「利用者が笑顔で喜ん
でいたので、今後も地域との交流を深めて
いきたいです」と目を細めていました。 レクリエーションの会場には皆さんの笑顔があふれた

　「サクラソウとチョウセンアカシジミを
見に行こう」（体験村・たのはた主催）は
５月31日に開催されました。参加した約20

人は田代地区でサクラソウを観察。愛らし
いピンクの花の説明を受けたり写真に収め
たりしていました。田代公民館では田代自
治会が八杯汁などでもてなし。参加者は温
かい八杯汁で少し冷えた体を温めていまし
た。その後は甲地地区に移動してチョウセ
ンアカシジミの幼虫を観察。参加者は自然
を体中で感じていました。

サクラソウとチョウアカ観察

　　サクラソウを写真に収める参加者の姿も見られた

　岩泉高校田野畑校（夏井敬雄校長、生徒
14人）の放送部は６月７日、盛岡市で開催
させたＮＨＫ放送コンテストにテレビド
キュメント２作品を出品。東日本大震災か
らの復興をテーマにした作品「こいのぼり
～復興の風にのって～」が優良賞を受賞し、
全国大会の切符を手にしました。佐々木勇

ゆ う

斗
と

部長（３年）は「復興に向けて頑張る田野
畑村の姿を記録に残したくて、部員３人で
協力しています」と全国大会へ向け、作品
の最終調整に精を出していました。

田野畑校放送部が全国大会へ
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お知らせ
火　災

（５月21日～６月20日）

火 災 の【今月】　１件
発生件数【今年】　１件
無火災の連続記録

（６月20日現在）51日

人口と世帯
６月１日現在 (　) は前月比

 人口　  3,919人（± 0）
 　男　  1,928人（+ 1）
 　女　  1,991人（- 1）
 世帯  1,450世帯（- 2）

その他のお知らせ

震災関係お知らせ

お知らせ
　今年７月24日に予定していた
テレビ放送の完全地上デジタル
放送への移行。大震災の影響で、
岩手県は延期されます。期間は
未定です。延期にはなりました
が、準備ができる人は、早めの
準備を心掛けてください。
◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）

   完全デジタル化延期します
　大震災で住宅、家財、その他
の財産についておおむね２分の
１以上の損害を受けた人は、本
人からの申し出によって国民年
金保険料が全額免除になります。
免除となる対象者や詳細、申請
手続きについては、役場生活環
境課または年金事務所に問い合
わせてください。また、口座振
替を利用している人は、忘れず
に口座振替の停止手続きをして
ください。
◆申請期限…７月29日㈮
◆�問い合わせ先…生活環境課
（☎34-2114　内線23）、宮古年
金事務所（☎0193-62-1963）

   国民年金保険料の免除申請

　大震災の影響で延期していた
村議会議員選挙は、８月28日㈰
に投開票を行います。これに伴
う「立候補届出説明会」を次の
とおり開催します。
◆日時…８月８日㈪午前10時～
◆場所…役場第１会議室
◆�問い合わせ先…選挙管理委員
会（☎34-2111　内線91、92）

   「立候補届出説明会」を開催

　「東日本大震災犠牲者のお別
れ会」を開催します。どなたで
も参列することができます。皆
さんの参列をお願いします。
◆日時…７月10日㈰
　　　　午前10時～11時
◆場所…田野畑中体育館
◆内容…黙とう、献花など
◆�問い合わせ先…生活環境課
（☎34-2114　内線25）

   大震災のお別れ会に参列を

　大震災で被害を受けた住宅を
補修、建設や購入する場合、次
のような融資を受けることがで
きます。融資額など詳しい内容
は問い合わせてください。
◆�補修資金融資…10万円以上の
被害を受け、罹

り

災
さ い

証明を受け
た人が住宅を補修する場合

◆�建設・購入資金融資…半壊以
上の被害を受け、罹災証明を受
けた人が新築や購入する場合

◆�問い合わせ先…住宅金融支
援機構専用ダイヤル（☎0120-

086-353）

   住宅の補修や新築に融資

　村は男女共同参画サポーター
を養成するため、県が主催する
養成講座の受講生を募集します。
◆�募集人数…３人程度
◆�応募要件…20歳以上の村民で、
男女共同参画に関心がある人

◆�受講期間…７月21日㈭～12月
１日㈭　全５回

◆�場所…盛岡市・アイーナ他
◆�内容…男女共同参画に関する
講義やグループ討議など。10

単位以上の受講と２講座のレ
ポート提出で県の「男女共同
参画サポーター」に認定

◆�受講料…1,500円（村が補助）
◆応募期限…７月11日㈪
◆�応募・問い合わせ先…政策推
進課（☎34-2111　内線69）

   男女共同参画を学びませんか

　村は、大震災当日の津波映像
を収集しています。映像は村の
防災や復興の検討、将来へ伝承
していくための貴重な資料。津
波の動画や写真を持っている人
は、村への提供をお願いします。
◆�収集映像…動画、写真。撮影者
の了解を得たものに限ります

◆�記 録 媒 体 …CD、DVD、SD
カードなどにコピーして提供
ください。コピーが難しい場
合は問い合わせてください

◆�提供・問い合わせ先…復興対
策室（☎34-2111　内線68）

   津波映像を提供してください

　津波で流出した母子健康手帳
を再発行します。特に乳幼児や
小中高生は、予防接種時に手帳
が必要になりますので、早めに
再発行を受けてください。
◆�問い合わせ先…保健福祉課
（☎33-3102）

   母子健康手帳を再発行します
　県は、大震災による被災者な
どの火葬費用を精算します。申
請に必要な書類などは、問い合
わせてください。
◆�精算対象…沿岸市町村で死亡、
または被災し、３月11日から
５月10日までに行った火葬

◆�対象経費…ひつぎ、骨箱、火
葬場使用料など（葬儀費は対
象外）

◆申請期限…11月30日㈬
◆�受付時間…土日祝日を除く午
前９時～午後５時

◆�問い合わせ先…県庁県民くら
しの安全課（☎019-629-6876）

   火葬費用を精算します

　大震災で被害を受けた人が医
療機関を受診する際、免除証明
書を提示することで窓口負担の
支払いが免除されます。
◆�対象…国民健康保険と後期高
齢者医療制度の被保険者で下
記に該当する人
　 ❶住宅が半壊以上の被害❷死
亡❸重篤な傷病を負った❹行
方不明❺業務を廃止・休止・
失職し、現在収入がない
　（❷～❺は主たる生計維持者）
　※�該当する人で、これまで窓口負

担を支払っていた人は、返還を
受けることができます。逆に該
当しない人が猶予されていた場
合は、支払う必要があります

◆�申請方法…❶、❷は手続き不
要（村から証明書を郵送済み）
❸～❺は役場生活環境課で手
続き（必要書類は問い合わせ
てください）

◆免除期間…平成24年２月29日㈬
　※�入院時の食事療養費と生活療養

費は23年８月31日㈬まで

◆�その他…社会保険や共済保険
などの人は、それぞれの保険
者に問い合わせてください

◆�問い合わせ先…生活環境課
（☎34-2114　内線21）

   受診には免除証明書が必要

被災地への住宅建築
自粛をお願いします

　津波で被災した場所は
危険です。被災地には住
宅を建築しないよう、協
力をお願いします。
◆�問い合わせ先…復興対

策室（☎34-2111  内線64）

　大震災で世帯主が負傷した世
帯、住居、家財、自家用車に被
害を受けた世帯に対し、生活の
立て直しに必要な資金の貸し付
けを行っています。詳しい内容
は問い合わせてください。
◆�対象世帯…❶震災日に村内に
住民登録していて、被災した
世帯❷村民税における世帯の
総所得額が規定額未満の世帯

◆�貸付限度額…被災の状況によ
り150万円～350万円

◆金利…
　・保証人有り…無利子
　・保証人無し…年 1.5％
　　（据置期間中は無利子）
◆償還期間…13年（据置６年）
◆償還方法…年賦または半年賦
◆�提出書類…借入申込書（役場
で配布）、保証人の源泉徴収
票（保証人有りの場合）、医
師の診断書（世帯主が負傷し
た場合）

◆申込期限…平成30年３月31日
◆�申し込み・問い合わせ先…
復興対策室（☎34-2111　内線
69）

   災害援護資金を貸し付けます

　大震災の影響で工事が遅れて
いた携帯電話基地局は、７月末
に開局できる見込みとなりまし
た。皆さんには不便をお掛けし
ますが、開局までいましばらく
お待ちください。
◆�開局予定…ＮＴＴドコモ（室
場、七滝、千丈、細沢・三沢）、
au（猿山、室場、七滝、千丈）

◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）

   携帯電話７月末に開局予定

　円滑な復興のため、土地の高
値を見込んだ買い占めなど、不
当な土地取引を防止しましょう。
◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）

   土地取引情報の提供を

　大震災で直接的に被害を受け
た村内の中小企業者を支援する
ため、村中小企業振興資金の融
資を受けた中小企業者に対して、
その信用保証料の２分の１を補
助します。保証料補助金の申し
込みや資金内容については、気
軽に問い合わせてください。
◆�補助率…中小企業者が支払っ
た年間保証料の２分の１

◆補助回数…最大で５回（５年）
◆�申込期限…平成24年３月31日
　※ 同日までに村の振興資金の
融資決定を受けた中小企業
者が対象

◆�問い合わせ先…政策推進課
（☎34-2111　内線63）、村商工
会（☎34-2304）

   中小企業振興資金の保証料補助

道の駅たのはたに三鉄車両（５月27日）
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おめでた　　 おくやみ

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (７月20日まで)

にお送りください。正解者の中
から抽選で５名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ�１　６月１日、マルワ鮮魚店と
富士屋商店が営業を再開した場
所は○○○○○○田野畑駅？

　　Ａ）カンパネルラ
　　Ｂ）カルボナード

Ｑ�２　６月16日、島越に集まった
漁業者の皆さんが行ったのは？

　　Ａ）天然ワカメの共同採取
　　Ｂ）港内のがれき撤去作業

Q�３　５月27日、道の駅たのはた
に現れた、普段は道路でなかな
か見掛けないものは？

　　Ａ）蒸気機関車
　　Ｂ）三陸鉄道の車両

■前号（６月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ａ、Ｑ３→Ａ
■当選者（敬称略）
　�佐藤里江（甲地）、熊谷正初（猿

山）、熊谷タマ（花巻市）、山
道美賀子（青森県）、山崎義幸

（東京都）

～村に届いたメッセージ～
　田野畑村を離れ30年。生まれ育った
ふるさとは何歳になってもありがたい
と思います。そんなふるさとを心から
応援しています。（山道美賀子さん）

※�この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（６月20日現在）1605万7,449円

310件（村内82件、県内106件、県外122件）

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111   内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　 　    期間：７月９日㈯～８月１日㈪

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

７月
９日 ㈯ 絵本読み聞かせ会 若桐保育園 10:00 ～

11:00
村地域子育て支援セン
ター（☎37-3577）

10日 ㈰ 東日本大震災犠牲者のお別れ
会 田野畑中体育館 10:00 ～

11:00
生活環境課
　（内線25）

16日 ㈯ 診療所休診 診療所

20日 ㈬ 乳児健診 健診センター 13:00 ～
15:30 保健福祉課

８月
１日 ㈪

村県民税１期・国保税１期納
期限

税務課
　（内線31・32）

後期高齢者医療保険料１期・
介護保険料２期納期限

生活環境課
　（内線21・22）

役場☎ 34-2111 ／教育委員会☎ 34-2226 ／診療所☎ 33-3101 ／保健福祉課☎ 33-3102

わが家の
アイドル 135

松
ま つ

頭
がしら

　澄
す み

恋
れ

ちゃん（１歳５カ月）
父・直人さん、母・史枝さん＝北山＝

お母さんからのひとこと

　最近は、何でもお姉ちゃんのまねを
しています。末っ子でやりたい放題の
甘えん坊。とにかく元気でたくましく
育ってほしいですね。

北山崎で
シロバナシャクナゲ薫る

　北山崎の園地内に植栽してい
るシロバナシャクナゲ。６月上
旬から愛らしい薄ピンクの花を
咲かせ始めました。花は７月中
旬頃までが見ごろ。皆さんもカ
メラ片手に出掛けてみてはいか
がですか。

〔平成23年５月届け出分〕
（一部敬称略）

●生まれた赤ちゃん
　柳瀬　佑生（たすき）くん

直哉・千恵　　大　芦

　畠山　心宏（みひろ）くん
貴・美帆　　田野畑

♥ご結婚おめでとう
　小長根　直　　　机　 

♥　机
　須川　奈保子　紫波町

■ご冥
め い

福
ふ く

をお祈りいたします
　田野畑　みさを（91）　羅　賀
　中　居　一　郎（78）　和　野
　大　澤　カメノ（95）　羅　賀

はまなす号巡回カレンダー 期間：７月13日㈬～15日㈮
◆はまぎくコース（机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

７月13日  ㈬
北山地区総合センター 10:30 ～ 10:50
拓心館 11:00 ～ 11:20

◆たんぽぽコース（浜岩泉方面）
月　日 場　　所 時　間

７月15日  ㈮
佐藤進氏宅付近 9:20 ～ 9:40
望洋館 9:50 ～ 10:10

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

７月15日  ㈮
産直プラザ尾肝要 10:40 ～ 11:00
農村環境改善センター 11:10 ～ 11:30
甲地公民館 11:40 ～ 12:00

◆問い合わせ先…教育委員会（☎ 34-2226）

アズビィ図書室
７月26日㈫再開

　

６
月
18
日
、
岩
泉
町
内
と
本
村
の

５
つ
の
会
場
で
行
わ
れ
た
第
58
回
下

北
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会
。
各

試
合
会
場
は
、
選
手
の
一
生
懸
命
な

プ
レ
ー
と
父
母
ら
の
声
援
で
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
田
野
畑
中
は
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
と
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
、

県
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
と
特
設
陸
上
部
も
県
大
会
へ
の
出

場
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

各
種
目
の
試
合
結
果

■
軟
式
野
球
（
一
回
戦
）

　

田
野
畑
中　

１
―
２　

岩
泉
中

■
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
優
勝
）

　
（
３
校
リ
ー
グ
戦
）

　

田
野
畑
中　

62
―
46　

小
川
中

　

田
野
畑
中　

69
―
48　

岩
泉
中

■
女
子
バ
レ
ー
（
優
勝
）

　
（
３
校
リ
ー
グ
戦
）

　

田
野
畑
中　

２
―
０　

小
本
中

　

田
野
畑
中　

２
―
０　

岩
泉
中

■
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
２
位
）

　

田
野
畑
中　

０
―
２　

岩
泉
中

■
男
子
卓
球

　

団
体
戦
３
位
（
４
校
リ
ー
グ
戦
）

■
女
子
卓
球

　

団
体
戦
４
位
（
５
校
リ
ー
グ
戦
）

女
子
バ
ス
ケ

女
子
バ
レ
ー
優
勝

下北地区中総体

相手ディフェンスをかわしてシュート最後まで粘り強く投げ抜いたが惜敗

集中して相手サーブに備える
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５
月
29
日
に
行
わ
れ
た
小
学
校

運
動
会
。
小
雨
が
降
る
中
で
も
一

生
懸
命
に
頑
張
る
子
ど
も
た
ち
の

姿
、
と
て
も
感
動
的
で
し
た
。
そ

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
応
援
も

と
て
も
熱
か
っ
た
で
す
ね
。
赤
組

白
組
関
係
な
く
、
知
っ
て
い
る
子

の
名
前
を
呼
び
「
頑
張
れ
ー
」「
追

い
越
せ
ー
」と
大
き
な
声
援
。き
っ

と
子
ど
も
た
ち
は
背
中
を
押
さ
れ
、

練
習
以
上
の
力
を
発
揮
で
き
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ

ん
で
子
ど
も
の
成
長
を
温
か
く
見

守
り
、
応
援
し
て
い
く
村
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
▼
平
原
綾
香
さ
ん

の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
の
最
後
で
は
、

平
原
さ
ん
と
会
場
が
一
つ
に
な
っ

て
「
星
つ
む
ぎ
の
歌
」
を
大
合
唱
。

感
動
に
包
ま
れ
た
会
場
を
見
て
、

歌
の
力
の
素
晴
ら
し
さ
に
も
気
付

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
国
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

の
気
持
ち
に
、
あ
ら
た
め
て
心
か

ら
感
謝
感
謝
で
す
▼
村
の
復
興
へ

向
け
た
歩
み
は
こ
れ
か
ら
も
毎
日
、

繰
り
返
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
私
た

ち
み
ん
な
が
明
日
に
向
か
っ
て
協

力
し
、
住
み
よ
い
田
野
畑
村
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
一
歩
ず

つ
、
一
歩
ず
つ
。

（
政
策
推
進
課　

佐
々
木
和
也
）

全国から寄せられる物や心の支援
平原綾香さんは中学生や村に歌声でエール

　

６
月
23
日
、
歌
手
の
平ひ

ら

原は
ら

綾あ
や

香か

さ
ん
が

村
を
訪
れ
ま
し
た
。
平
原
さ
ん
は
「
私
の

歌
で
、
皆
さ
ん
が
少
し
で
も
元
気
に
な
っ

て
く
れ
た
ら
」
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企

画
。
田
野
畑
中
の
ホ
ー
ル
に
集
ま
っ
た
中

学
生
や
村
の
皆
さ
ん
約
３
０
０
人
を
前
に
、

ヒ
ッ
ト
曲
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」
や
ド
ラ
マ
主

題
歌
「
お
ひ
さ
ま
〜
大
切
な
あ
な
た
へ
」

な
ど
６
曲
を
熱
唱
し
、
歌
声
で
村
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

平
原
さ
ん
の
柔
ら
か
い
、
そ
し
て
力
強

い
歌
声
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り
、
会
場
の

皆
さ
ん
も
う
っ
と
り
。
中
に
は
感
激
で
涙

を
流
す
人
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
伸の

ぶ

晃あ
き

君（
中
３
）は
「
歌
声
が
胸

に
響
き
、
頑
張
っ
て
い
く
勇
気
を
も
ら
い

ま
し
た
」、
中
村
春は

る

菜な

さ
ん（
同
）は
「
隣

で
一
緒
に
歌
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も

う
最
高
で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
。
早
野
瑞み

ず

絵え

さ
ん（
32
）＝
島
越
＝
は
「
最
初
の
曲
か

ら
涙
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
元
気
を
い
っ
ぱ

い
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
歌
声

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
原
さ
ん
は
「
い
つ
も
笑
顔
を
忘
れ
な

い
で
、
自
分
ら
し
く
顔が

ん

晴ば

っ
て
！
ず
っ
と

ず
ー
っ
と
応
援
し
ま
す
」
と
村
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
、
１
日
で
も
早
い
村
の
復

興
を
願
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

❶ミニコンサートの最後は、会場
全体で「星つむぎの歌」を大合唱
❷歌声で会場を魅了した平原さん
❸中学生全員に色紙をプレゼント
❹村へメッセージを送ってくれた

明日への
確かな一歩

【２】

❶

❸

❷

❹


